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経営の方向性

質・量の追求による成長戦略質・量の追求による成長戦略自動車関連需要の拡大

大同得意商品の拡大 高機能・差別化領域の拡大戦略高機能・差別化領域の拡大戦略

[ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞ･ﾌｫｰｽ] [特殊鋼鋼材]
[自動車部品・
産業機械部品]

[電子・　　　　
磁性材料]

[新素材]

[自動車]
・日本車生産好調
・環境規制対応

[産業機械他]
・航空機､船舶
　需要堅調

[電子部品]
・地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ
・生産性向上
・最大生産

ﾐｯｼｮﾝ用鋼
ｺﾓﾝﾚｰﾙ用鋼
耐熱鋼
電磁ＳＵＳ

高速精密鍛造品
ﾀｰﾎﾞ関連鋳造品

ＥＰＳ用磁石 高機能粉末
耐熱チタン合金

工具鋼
高窒素ＳＵＳ

航空機用
　ｴﾝｼﾞﾝｼｬﾌﾄ
船舶用ﾊﾞﾙﾌﾞ
発電機用部材

ＦＡﾓｰﾀｰ用磁石 医療用ﾁﾀﾝ合金

HDD用特殊SUS HDD用ﾓｰﾀｰ
　　　　向け磁石
液晶関連部品
ﾀｰｹﾞｯﾄ材

能力増強
・鍛造機増強
・溶解能力増強

№1商品拡大
・自動車向け
　磁石の拡大

能力増強
・溶解能力増強
・生産体制強化

質・量の追求
による更なる
成長

高機能・
差別化領域
の拡大

高機能・
差別化領域
の拡大

[方向性]
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経営方針
現中期経営計画現中期経営計画((’’0303～～’’0505年度年度))

０８中期経営計画（０８中期経営計画（’’0606～～’’0808年度）年度）

　　　　　－ 「量の質化」と「質の拡大」 －

安定収益基盤の拡充と成長事業・成長商品の深耕

　　　 ◇特殊鋼事業のブラッシュアップ

　　　　　　 → 自動車向け拡充、最大・最適生産体制の追求

　　　 ◇№1商品の拡大とNext №1商品の開発加速

　　　 ◇グローバル展開の強化

　　　 ◇研究開発体制の刷新、グループ共同研究強化

　 　　◇環境対応・リスク対応

［重点課題］ №１製品への集中による量から質への転換
［成　　　果］’05 №１製品売上 1160億円見込(’02年度対比+361億円)

D4168
参考資料
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経常利益
（左目盛）

売上高（右目盛）
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経営指標

０５年度実績見込 ０８年度計画 05→08

売 上 高 ４,８００億円　 ５,３００億円　 ＋５００億円

営 業 利 益 ３７０億円　 ５３０億円　 ＋１６０億円

営 業 利 益 率 ７．７％　 １０．０％ ＋２．３％超

経 常 利 益 ３８０億円　 ５４０億円　 ＋１６０億円

経 常 利 益 率 ７．９％　 １０％超　 ＋２．１％超

当 期 利 益 ２１０億円　 ３００億円　 ＋９０億円

一株当り利益 ４８．３８円　 ６９．１１円　 ＋２０．７３円

Ｒ Ｏ Ｓ ７．９％　 １０％超　 ＋２．１％超

Ｒ Ｏ Ａ ８．２％　 １０％超　 ＋１．８％超

有利子負債残高 １,５３０億円　 １,２５０億円　 －２８０億円

Ｄ ／ Ｅ レ シ オ ０．９４　 ０．５３　 －０．４１

(ROS:経常利益÷売上高､ROA:経常利益÷総資産)
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設備投資
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（計画ベース、億円）＜設備投資額・減価償却費推移＞

06年度

償却投資

07年度

償却投資

08年度

償却投資

05年度

投資
償却

実績見込当初計画

08中期投資案件の前倒し分
を05年度当初計画に追加 08中期計画（投資総額530億円）

連結
子会社

単体

＜設備投資の方針＞
・戦略事業（№１商品）への積極投資・前倒し

・生産基盤の強化　リスク対応（地震他）

・ＣＯ2排出量削減・省エネへの取り組み

・07年問題・少子化対応→省人・合理化推進

＜主な０８中期戦力化設備＞
[特殊鋼鋼材]工具鋼プロセス改善

[自動車部品]高速精密鍛造機

[産業機械部品]大型ﾌﾟﾚｽ､特殊溶解設備

[新素材]チタン：溶解炉、二次加工ﾌﾟﾛｾｽ

　　　　　　粉末：水噴霧能力増強
設備投資額(計画ﾍﾞｰｽ) ５３０億円４９１億円

０６～０８累計０３～０５累計

1,160

1,400

470

540
1,630

2,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

05 08

合計

（億円）

8

№１商品

新規
(Next №1)

追加

既存

※商品の対象範囲：
　　(従来№1製品)単体中心
　→(08中期№1商品)連結ﾍﾞｰｽへ拡大

05→08
+22.7%増

＜注力商品例＞
05→08
伸び率

特殊鋼鋼材

高窒素ｽﾃﾝﾚｽ(07年度以後量産化)

自動車部品・産業機械部品

ｺﾓﾝﾚｰﾙ用高性能鋼 +20%

蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ用ﾌﾞﾚｰﾄﾞ +58%

電子・磁性材料

磁石製品 +33%

自動車部品・産業機械部品

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ部品 +67%

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ部品 +64%

№１商品の売上増による「質の拡大」№１商品の売上増による「質の拡大」




